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台湾 ポスト・コロナに最も行きたい海外旅行先 

 

日本旅行恋しい ただし新型コロナウイルス対策で懸念も 

 台湾の大手ビジネス雑誌『遠見』が 2020 年 11 月末に、今後の台湾経済などについて、人々の意識を調査したレポー

ト「先見の明」を発表しました。この調査中、新型コロナウイルス収束後、最も出かけたいと思う海外の国・地域はどこかとい

う質問で、日本は 42.1％で圧倒的トップに輝きました。2 位の中国大陸は 4.7％、最近台湾の若い女性を中心に人気

と言われている韓国は 3.0％です。台湾では、海外旅行先としての日本の人気は不動でした。(参照※1、グラフ a)台湾

交通部観光局によると 2019 年に、台湾から日本へ出かけた出境者数は、国・地域別でトップの延べ 491 万人でした。

(参照※2)重複してはいますが、台湾の人口は約 2360 万人ですから、一昨年の 1 年間だけでこれだけの人が訪日した

とは、すごい数です。そして、他の国・地域を圧倒し、およそ 4 割の人がコロナ収束後に最も行きたい国は日本と答えている

ことからは、満足度も相当高いことが伺えます。旅行先として圧倒的な人気を誇る日本ですが、住むとなると意見が別れま

す。インターネットの大手掲示板で、あるユーザーの「仮に日本が移民の受け入れを決め、あなたがその条件を満たしていた

ら心は動くか」という質問に、移住に否定的な意見も多くあり、その理由の一つとして、新型コロナ対策があげられています。

(参照※3) 
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